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１．研究計画の概要 
（1）本研究は、中国社会経済用語の電子辞
書化を目的とする事業である。その基幹の作
業としては宋代に重きをおくが、語彙選定の
範囲を元･明・清代に亘る用語にも及ぼし、
これらに分析・解説を施してデータベース化
を図るものである。

（2）東洋文庫では中国経済史の基本資料に
当たる 13 種の歴代正史の食貨志（経済・財
政記録）の詳しい訳注を作成してきた。この
うち、もっとも大部な『宋史』食貨篇につい
ての訳注成果は、逐次刊行の結果、平成 17
年度に全 6巻の完成を見た。

（3）このような成果をもとに、『宋史』およ
び『宋会要輯稿』の食貨篇から採録した用語
（前者約 1 万語、後者約 9 万語）、経済・社
会・法制・吏文等の専門書・調査書から採録
した用語(約 2万語)の中から、総計約 12、000
の用語を選定・解釈し、それに組織的な分類
を施して編纂し、電子化することを企図する
ものである。
 
 
２．研究の進捗状況 
（1）初年度の平成 19 年度には研究責任者お
よび補助研究者全体の会合を２度開催し、解
説すべき「中国社会経済史用語」選定のため
の規準、用語の分類、解説の方法・内容、作
業手順、分担等を検討・調整し、準則を共有
して作業をすすめる体制を整えた。「用語」
の分類（コード・サブコード化）にあたって
は『台湾私法』『清国行政法』等を活用して
「分類項目」案を作成し、また「用語」解説

については同義語、用法、用例、時代・地域
の特定等を考慮することとし、具体例を作成
した。さらに『宋史食貨志訳註』全６巻及び
星斌夫『中国社会経済史語彙』正・続・三編
の 3 冊の電子テキストを作製し、『宋史食貨
志訳注（5）（6）語彙索引』及び『宋会要輯
稿 食貨篇 社会経済用語集成』を刊行した。

（2）平成 20 年度には、『宋史食貨志訳注（1）
～（6）語彙索引』を刊行した。また用語解
説のジャンルを「財政」・「経済」・「社会」・「吏
語」の 4項とし、それぞれの責任者を決めた。
「財政」用語の解説案文の作成はほぼ完了さ
せた。用語解説は全般的には、『宋史食貨志
訳註』及び『中国社会経済史語彙』を参照す
るが、特に「経済」については岡野一朗『支
那経済辞典』及び『中国慣行調査』その他の
各種慣行調査書等、「社会」については各種
社会生活史研究書のほか、石山福治『支那語
大辞典』等、「吏語」については各種『語言
詞典』（唐～明）、東川徳治『中国法制大辞典』、
『六部成語註解』、『吏学指南』等を活用する
こととし、それぞれの語彙抽出を開始し、一
部そのカード化を完了させた。

（3）平成 21 年度には抽出した「経済」・「社
会」・「吏語」の語彙カード化と、修正「分類
項目」案による仕分け作業をほぼ完成させた。
 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れていると評価せざるを得ない。

（理由）
『宋会要輯稿 食貨篇 社会経済用語集

成』刊行（平成 19 年度）に時間を割き、ま
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た当初の計画をやや修正し、元・明・清に語
彙収録範囲を拡大させたからである。

４．今後の研究の推進方策
（1）「経済」・「社会」・「吏語」各ジャンル責
任者のもと、カード解説をつき合わせつつ各
語彙の解説案文を分担作成する。

（2）案文作成次第、パソコンに入力し、ア
イウエオ順に並べる。

（3）平行して語彙に併音を付す。

（4）「分類項目」による用語一覧表を付す。

（5）本年度末に電子化を完了させる。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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